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高知縣吾川郡三瀬村の嘘、材珪石調査

安齋俊男　　岡野武雄瀞

　　　　　　R6sum6
0n　the　Brick：Silica　Stone　Depogit　in

　　Mitsuse－mura，Agawa－gun，

　　　　K6chi　pref6cture．』

　by　Toshio　Ansai，Takeo　Okano．

1．　Ther6are　the　developed　Paleozoic、members

of　N800E　trend　in　Mitsuse・mura，which

comprises　the　zoneg　of　chert，．sandstone　and

、schalsteinρr　diabase，being　enu卑erated　from

n6rth’to　south．

a　The　deposits（1istrib負te　in　a　line　along　the

southempaltoft夏echertyzbne．
3　Thg　ore　body　is　assumed　lenticular　and　each

of　body　iS哀bout5－7m　i箕wiath，8－15m　in

lengt与an（18－15m　in　hight。

4．　丁畑ore　is　mostly　of．the　lsをclass　of“akas．’

，hirb”or“aosh至ro”　type．

5．　The　average　production　from　January　to

April　of1949was1，000ton＄，occupying5r7

％of　total　pro（1uction　in　Japan・

◎　　Brick　silica　stone　in　Kδchi　prefecturεholds

参specia1．position　in　silica　mines　in　Japan

because　bf　itS　highl　gradε．

　　　　　　　要　　約一
　昭和24年2月・、筆者等は高知縣吾川郡三瀬村（勝賀瀬

，．石見・出來地》、の櫨材珪石鑛床を調査した。 ここにその

報告をする。

　高知縣の燈材珪石鑛床は古く大正年間に毅見されてい

たが，開叢されたのは昭和14年頃からで今日迄の操掘量

は概約次の如くであるo　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　勝賀瀬　 石「見　 出來地
　　　15乞000t　　　　　　25，000t　．　　・　　6，000t

　現在採掘4こ當つている業者は

　安部商店（安部新一）黒崎窯業納
　　　　　四國鑛業商事（岩橋新太郎）’品川白煉瓦

・
．

　　　　　　　　　　　　　　臨　　　　　　　　　　　　　　強、　　　　　　　　　　　　i　　　　　、、　　 覧　　1

o　塑　10・　　．禦 、鋼』．が　　淀
　　　　　　　　　川＼

・画儲を主晦地域
E三コ砂岩を主・す礎域

匠Zコ鰯岩笈鰯蹴糟す5地域

一右灰岩～，

①勝賀瀬地区

・②石見地区

③里崎出采地
④四国鉱業出朱地1号

⑤同　1　　2号
第1圖』一吾川郡三瀬村地質及ぴ鑛床分布圖・

納で昭和24年3月「の出鑛量は共に500tで・

あるρ

本報告中に記する耐火度試験の結果は黒

嶢窯業研究課池上ρ由水爾技節により提供

されたもので，同肚並に爾氏1こ封して感謝

の意を表する。
　』　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　●，』

　　　　1．地　　形
土佐灘に注ぐ仁淀川の北方は略東西万向

に延びる標高500～1，000mの急峻なる山’、

嶽畝し．鑛床胴じくこの川の北方を略

東西一直線上に分布．し，卑在知られている

3鑛床群は標高200～400mに位置する。

湾川は仁淀川及びこれに合する2，3の小

寅流で，これに漕う主要道路に近い勝賀瀬』

・出癬蟻隙欄に鰹ある6．

2。｝地　　質

瀞鑛床部

、三瀬贋一帯の地質は古生暦に騨し南より，

次の3地域に大別される。走向は何れも一

N70。～800E，傾斜80。Nで，1本地域には顯

著なる断展は認められない。叉勝賀瀬北方　・

には輝緑岩が露出しているo

i）　輝緑凝友岩を車とする地域
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／

・輝緑凝次岩は暗緑色で表面は風化して脆いが，所々珪

化された部分，或は千枚岩状を呈する部分がある。

ii）砂岩を主とする地域

硬質で友色を呈し，石友岩，チヤζ一ト，頁岩の薄層を

含む。．，

’一fii）牙ヤートを主とする地域

チヤー，トは所謂「千枚珪岩」であり，チヤみトと頁岩’

の薄互贋であ弓。鑛床附近宅は頁岩質の部分も珪化ざれ

ているものが多く・・叉赤色のチヤートが多い。鑛床はチ

ヤート帯の南縁に疸いところケどある0

　　　　3．鑛　 床

　〔形〕璽鑛床は何れも脈駄叉はレンズ状で弄多少膨縮し

或は断層に依り切断されてい6が，略走向方向に連綾溝・

見られる。切断ぜられているものは複難な面で園まれた1

塊歌を皇する。

　〔大きさ〕）脈巾g大きなものは四國鑛業出來地鑛床の

』12mであるが，大部分のものは5～7mであるo鑛膿の

長さの方向に封する延長は5Qん100m以上に露頭が見ら

れるが，これは一i連績のものではなく，レンズ纈膿の

断綾しているものであろう6夫：々の鑛膿に於て20m以上

の長さを期待する．ことは危瞼であるo下部に向つての蓮

績は，下部開襲が不充分で明かにし得ないが薯20mを越

えるものはないと思はれる◎

　地暦の走向と脈の走向との關係一一前述の如く地暦疋）

走向は略N70。～80。Eで，勝賀瀬，石見，出來埴の鑛床一

群を結ぶ線は略地暦の走向と一致する◎又各鑛床がチヤ

ーFトを主とする地幣の南邊に存在することから，鑛床は

略一定の暦位を占めるものと推察される。

　爾盤一勝賀瀬鑛床に於て無北盤は輝緑凝友岩，一部』

年は赤色チヤート，南盤は千枚珪岩（チヤートと頁岩の

互暦），叉は輝緑凝亥岩に夫々滑．り面で接してめる。石早

．に於ては北盤は赤色牙ヤートに移化，南盤は友色千枚珪
1
：
岩
・出來地に於てはオ麟千枚珪岩・南盤輝緑凝荻岩であ

る。印ち：大部分の鑛床は其の何れかの盤は千枚珪岩であ

　　　　　　　　　　　　りわ，他あ盤は輝懸凝友岩叉は赤色チヤートであるo

　　　　　　4．鑛・　石
　　　　　　　　　　●
　　三瀬村の鑛石は2，93の鑛床を除き何れも良質の赤白

　珪石，一部青貞珪石で1級品を主とする◎

・　　勝賀瀬地匿は赤白珪石で一部に赤白と青白の混じた特

　種な色彩を呈するものがあるo石見地逼1は赤白珪石で一

　部に特級とも構すべものがある。四國鑛業出來地鑛床健

隔　青白の良質なもので，黒崎出來地は赤白珪石の赤の彊い

　ものであるo
　　充分に珪化したものは破砕に困難を感ずるものがあり

叉3（・5cm・の板1伏に割れ易くなっているものもある己　一

・斯様に充分理化してゐるものは一般に耐火度高く良質で

ある。

　鑛膿丙に断厨の畿達している鑛床では鑛石娃破碑ざ，1

れ』’粉鑛細鑛になり實牧率が低下する。

　叉鑛石には虫喰いと構するものがあるo皐喰いには二

種南り，一は晶洞で丙面に櫛形石英参密集している。他

は鑛石内の可熔性部分（殆んど白石英の部分）の熔流出

した跡で，内部に黒色粘土様物質に充填せられている。

虫喰いの多い鑛石はジこれの多いも中は概して石友分に

富むごと，及び製品煉瓦の商品償値を落すために好まれ，

ないo
　赤白珪石を瞼鏡下に見ると次あ如くである。．

　（i）赤白角礫の部分一主として右英粒及び赤鐵鑛・

よ6なわ，石英粒は0，02～0，001nfmの粒歌で，角礫の

淡色（小豆色に近いもの）で透明感のあるものは石英拉・

の大きい傾向があり，赤鐵鑛も同じ位の粒状を呈して存・

在するo其外σ，005mm前後の炭酸盤鑛物が見られ，叉

割目に澹う《褐鐵鑛が充填している。

　（li）白石英の部分一4の部分偉脈聞英で角礫に接

す多部分は0，01mm，中心部は1mm前後の粗拉結晶で　し

、ある。又方解石の結晶及ぴその溶失したと思はれる室洞

が見られる。、

　三瀬村地匿盤材珪石耐火度及ぴ分析値　　・

（・）1 （3）1（3）1

Sio2　　、95．76

．A1203　　0・37

Fe203　0．91
FeO　　O．94

MnO　I　O．14

CaO　O・望
MgO　、0．191
1g《10ss　O．78

，Tota1　　99．55

　　　　1箪味耐火度　33万

スラグ入リ　32＋，

耐火度

ぐ4）！（5）1（6）

97．33　97．02

0．76、　0．19

0．471　1．47』

　10・2610・乳3
0．03・　0．07

　1
0．01iO．01

0・1310・30

　ラρ・60iO●60
99．59◎9．7999．67

　1　134十　　33－　　34－
　　　2
　　　1133十　　　32L二　　33

　　　Zl

96．96198・27197・56

　 　　　0・1910・1210・21

1・3510・430・81
0．22辱0．1910．28

0．23、　0．14　0．04
0．010．01！0．01

　　　0・2510・1510・20・
0．46　　0．35　　0．50

ら
9
9
。721㌧99．61

　　　1，34　34－
　　　2
33十33十
　1

て1）赤白1級黒崎勝賀瀬大丁場

〆（2）赤白1級　”　‘　右丁場

（3）赤白1級　黒崎石見第一露頭

（4）赤白1級　”　　第二”　・

（5）青白1級四國鑛業田來地■號
ぐ6）赤白1級’黒崎出來地奮採掘場

ひ

5・鑛　 量
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　　　5．
．勝賀瀬地匿、

石見地匿
’
「
出 來地地匠

合，計
　　6．

〕鑛　　量

　　7，40qt＋郡

　　、7，700t十α

　　5，400t十㏄

　　20，000t＋鵬

〆

　　　　　　採掘・、選鑛，運搬　　’　ノ辱

　媒掘は何れも手掘で火藥を用ひている。火藥を用ひる

場合は難に石自が多く，叉孔墳が悪いことから効率が

低い」；うであるo．

　選鑛は操掘場でわずかの慶石を除くだけで，等級別め　・

・分類は行つズいない。

　搬出系統は各論に述べるが・三覇村の鑛床は何れも積

　出騨である伊野瞬からの距離が長いため，長い罵車・輕

　索蓮搬を要ナる石見・黒崎出來地鑛床は再開が困難であ

　る。叉四國鑛業出親鑛床は勝賀獺鑛床よわも伊野騨か

　ら約6km．逡方にあるが，＝前者はトラツク蓮搬あみ，後

，者はトラツぞ蓮搬に馬車蓮搬（3km）を行わねばなら
　ぬため，’前者の小蓮搬費はt嘗り70～80圓安い。

　　　　　　7。鑛床各論　・
　（わ　勝賀瀬地厘

　黒崎勝駕瀬大丁場及び上丁場（稼行中》

＼属才』
　　V’〉VV，V　　　ノ　　裳〉湛vv血ムム《

　　劃　　　　陛い凸墾　　　　画　　△宏・
　　　　書ム鬼塀7。・
感／1・熔L8㌦

　　　　　ム’キ9
、礁ひ脊
　　　ほ　5琴△　躍　’

　ぎ触’　6X　　　　’

鰯1
　　’・∵　　監
　く　　ヨ

翻1
　　’△会ダ　　」

　　単〆．　　培　’脅全9一　　　　　・
　5“’
　憾，

　’ミ　　9＼

　鑛床は右岸：崖i上にあり走向N809E，傾斜30。～50。N

　であるる上磐は輝緑凝次岩一部赤色チヤート，下盤は千1

　枚珪岩である。脈巾は7～13m，高さ娃上下17mに及ぶ，

　．長さ億約15mである。鑛石は角礫状の赤白青白珪石で1

　級品である。現在遡羽面が切立ち操掘に困難を盛じて

　いるo

　黒崎勝賀瀬右丁場（稼行中）

　大丁場の北20mにある。脈巾3mで漣績性に乏しい◎

　鑛量は少い。鑛石は大部分青白珪石で一部フリント質で

　ある。，

　四國鑛業勝賀瀬鑛床1～3號（休山中）

　r1號鑛床は巾5mの断層に園まれた青白珪石の塊歌鑛
　膣で，、比較的珪石は良質であるが鑛量は少ない。2、～3

，ゼ號は珪化磯チヤートで青白珪石の見掛を呈するが・晶

　質は悪い。

　黒崎勝賀瀬左岸の鑛床（休山中）1　0

　敷個の赤白青白珪石の露頭が見られ何れも良質である

　が，採掘技術・搬出方法の鮎で今後開登の期待は少い。

　　勝賀瀬地画の蓮搬系統は

　　ず礁貯倉難勝賀瀬貯蜥ト蓋霊伊辮

　覧宅
， 鳥一

圃
，

輝繍疑灰岩

．圏
チヤート

匿ヨ＼

頁岩，砂岩

．α一心

索道
o〆レo
トロ道

ウ
発電所

　〆

巨
　　第2圖　勝賀瀬鑛床圖
1　黒崎石丁場　　　2　同　大丁揚
3一．同　上丁揚　　　4　四國鑛業一號
5　同　　二號　　　・6　同　　　三號

7－8－9、左岸ゆ鑛床

（ii）石見地厘

毛
，
脇

ノ　＼撫
　　　　　￥

　　　　2　露頭番号’

27，

　、第3圖石見鑛床圃
上圖の如く露頭番號を附す。

第一露頭r嘗って採撫さ1れた直立脈で第二露頭に績

くと推定される。巾4mで長さ10mが推定される。鑛石

は赤白1級，珪化されたところは板歌に割れ安いo

』品川石見鑛床

　（休山）未調査

　黒崎石見鑛床’

　（休山中）（第

　2圖）

　脈状鑛床で3～

　4本の干行脈があ

　わ，走向方向に露

、・頭を追うと多少膨・

　縮するか或は途中

　で切れる。鑛床の

　片盤は壕新麿で境し

　他の盤は赤色チヤ

　ート’に移化するo　、

　鑛石は大部分1級
　　　マ　品で特級とも欝す．

　べきものもあるo

爵7つ以上の顯著な

　露頭があり，便宜・

」
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第二露頭一充分珪化した巾5m，長さ綿即mと推牽　　　　一號丁場は脈巾12m，長さは既探掘長さ約14m，引立

し得る鑛薩で，赤白特級であ為。石見鑛床中最良のもの　　面’（高さ15m）の奥10m，踏前の北牟（南孚は断層によ

である。北盤は赤チヤートに移化』し・南盤娃友色チヤー　　　り切蜥されている）は下部に3mを推定し得る鑛瞠で三

嘩ある6　　　　　卜　。・卿地瞭最駄紘難鵬る・鎖石は角礫購を呈
第三露頭一地上に突出した長さ昌m・巾1mの良質 　　する青白珪石1級品で・耐米度試験の結果は極めて良軍

赤白珪石の鑛膣であるが，附近≧の關連性は認められ欺　　　である。鉄黙としては白石英の部分の結晶粗く・且多く懸

・い。1　　　…　　．　〆，　　の擁磯響によ曝石が粉鑛に劫易いこと脇る・
第四露頭一嘗つて採掘され，附近に索道の始黙があつ　　文現在引立面が立ち且撲土量多くなり採掘に困難を感ず

た。巾・6m，長さ高さ共に10mを推定し得る鑛膣そ，多、　る。

少赤の部分の多い赤白1級品である。　　　　　　　　・・．　第二丁場は珪化されて部分的に白色となつだチヤート

　第五露頭一赤色チヤート中に石英細脈の入り込んだ　・で，鑛膿の形，鑛質も不規則で鑛量も少ない9

ものと云うべきもので，良質部少く鑛量も少い。　　、　　　黒崎出來地鑛床（休貞中）、

　第六露頭一長さの方向に約10m範園の鑛石が見られ　　　東面に200甲以上に亘り黙黙’と露頭が見られるが露頭

るが・灘の翻棚瞭でなく母岩に移化怖鑛石街距の巌の麟臆嫌である譜つ螺郷繰部
』2級品以下である。　　　　　　　　　　　・　　監　　分に於て鑛豊の巾は亭均5m（、1級品とし1て4mら3級

　第七露頭　　巾3m，長さ7mの部分が嘗つて採掘さ　　品として，5～6m）で赤チヤートに移化する。長さ高さ、

れたが，良質部少く今後の探掘に値しないる・　　　　　　共に101n奪推定し得る。鑛石は赤白珪石で1級品を主亡

右見題の醗蔽＼∬　　．『　　し・珪化し娠脚翻揚腎搬には7・・～8・Omの索

山元鷲貯織蓋石騨ト諸伊難『饗藻娠床め蓮鰍
・索道は現在なく・215kmの馬車道も巾狭く・傾斜急で蓮　　　　1　　索道・　　トラック

搬胴鰯難繍．れる．　・　．　　1號揚爾積込場2・km伊騨一
　＜hi）出來地地直　　　　　　　　　　　．　　、　　　　　（2號丁場は索道な、し，トラツぞのみ）

　四國鑛業出療地鑛床（稼行中）

・553．574＋553。61：55α3（52L16）臼

　　　　　　幅島縣白岩村及び宮城村の自珪石，長石及ぴカオリン鑛床調査弊

　　　　　　　　　　　　蜜　齋　俊 勇繰

　　　　　　　R6sum6・l

　　Silica・stop．e．Feldspar　and　Kaoli皐e　De己

　㌘posit　in　Shir呂iwa6mura，一Miyagi・mura

　　Fukushi血a　Prefecture．

　　　　　　bゴToshi6Ansai
　　・Sira圭wa－mura，9kms　east　from　Motomiya

　　Station，Tδhoku　line，is　the　most　famous　area

　　rich　in　silicastone・and　feldspar，『in　Japan。

　　Oredep・siゼsqu＆rfiedaf騨a＄sive・ゆticw
　　Iar　Pegmatit6s『三n　biotite　granite；　the　ore　is　of，

　’highestclass・buti自as1・ng’bee亭quarried一

　。andt血6reserveisn・ts・1arge。・

　　Inthis・r6P・rtarediscribedtheg図e・ξ・res・

　　τeserves，pr・duct・i・皐etc・・

鰭本調査は・昭和22年6酎7月行われたものである・・

鰍鑛床部．

1．　由岩村の鑛床

　　　（D．位麗及び交通て第1圖）

編島縣寮蓬郡白岩村大字白岩にあるo東北本線本宮騨

の南東方10kmにあり，トラツクを通ずることが出來る。c

　　　　（2）．・沼叢及び現況

大正末期開叢ざれその品質の優良の爲次第に全國に著

名に帥今肱至つた？現礁掘出鑛物もの豚の業
者である。　1．

　白岩窯材批　　　　大内鑛業所〆

　日本鑛石工業所　　東北珪長石白岩事業所　　・　　“

　 管野鑛業所　　　　齋藤鑛業所

　　　　（3），地形及び地質
地域は阿武隈川川東岸の海抜300m丙外の丘陵地で，

比高50m内外の丘陵が起伏し，特徴のな妥・地形を示して

いるo

／
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